 【親族等の特殊の関係のある者】
①当該役員と親族関係にある者

具体的には，６親等内の血族，配偶者，３親等内の姻族 

②当該役員と婚姻の届出をしていないが，事実上婚姻と同様の事情にある者 

③当該役員の使用人及び当該役員から受ける金銭その他の財産によって生計を維持している者 

④②又は③の親族で，これらの者と生計を一にしている者 

⑤当該役員が役員となっている会社の役員，使用人及び当該会社の経営に従事する他の者並びに当該会社の使用人であって，役員と同等の権限を有する者 

⑥①～④の者と同族会社の関係にある法人の役員及び使用人 
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[その他特殊関係の例]
（例１）


ＡＢは株式会社において雇用関係にあり，その者が社会福祉法人Ｙの役員に就任する場合，特殊関係になる。

（例２）

雇用関係にあたらない役員同士又は役員と使用人の関係についても，それぞれ特殊関係になり，株式会社に限らず，公益法人，医療法人，宗教法人等の役員や使用人についても特殊関係になる。
[特殊関係ではない例]

　　(例３)
同一法人における雇用関係の者が，当該法人の役員に就任することに限っては特殊関係にならない。

[親族関係図]
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使用人等





役　員





使用人





内縁の妻





本人





親　族





会　社





社会福祉法人　Ｙ


役　員（理事）　Ａ


使用人（理事）　Ｂ





Ｘ株式会社


役　員（社長）　Ａ


使用人（課長）　Ｂ





社会福祉法人　Ｙ


役　員(理事長）　Ａ


役　員(理　事）　Ｂ


使用人(職　員)　 Ｃ





社会福祉法人　Ｘ


役　員(理事長）　Ａ


役　員(理　事）　Ｂ


使用人(職　員)　 Ｃ





社会福祉法人　Ｙ


役　員(理事長)　Ａ　　　　　　　　　　　　　役　員(理　事)　Ａ


使用人(職　員)　Ｂ　　　　　　　　　　　　　役　員(理　事)　Ｂ








